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シリア⼈のEUへの庇護（条約難⺠＋補完的保護＋⼈道配慮）申請概況
１．EU諸国への新規庇護申請数は、2023年104万⼈と、シリア内戦の真っただ中の2015年の121万⼈には及
ぼないものの、それに近い⼈数に拡⼤している。
２．独がEU内ではもっとも多数の新規庇護申請を受け付けている。
３．独の庇護申請の出⾝国別内訳をみると、2023年⼀位シリア、⼆位トルコ、三位アフガニスタン、四位イ
ラク、五位イランと中東出⾝者が⼤半を占める
４．EUへの出⾝国別庇護申請数全体をみても、2023年シリアが⼀位で、三位にトルコが⼊っている。シリ
アへのアラブの春波及の2011年から13年経過したにもかかわらず、シリア⼈の欧州への動きは収まっていな
い。シリア⼈、トルコ⼈の申請数拡⼤は、2023年2⽉のトルコ⼤地震の影響が出ている可能性あり。
５．トルコのシリア難⺠受⼊数（注：難⺠条約義務ではなく、「⼀時保護」制度による暫定受け⼊れ）は
ピーク時よりは減少したものの、依然300万⼈を超えている。しかし、シリアへの帰還は限定的。
６．シリアは、2023年5⽉アラブ連盟復帰を果たしたが、欧⽶の体制締め付けは厳しくなっており、23年11
⽉仏がアサド⼤統領に2013年の化学兵器使⽤問題で逮捕状を発⾏し、本年3⽉には、叔⽗リファト（先代⼤
統領ハーフィズの弟で、元共和国防衛隊⻑）をスイス裁判所が、1982年のハマでの虐殺事件を理由に、戦争
犯罪で（⽋席）裁判を⾏うと発表。
７．シリア⼈は依然として欧州を⽬指しており、⼀⽅、⽇本は、空路来訪するしかなく、また、ビザ申請も
⼤変で、正規の資格で⽇本に辿り着くのは、極めて困難であり、難⺠申請数も⽬⽴っていないと思われる
（⽇本は、2011年〜23年まで23⼈難⺠認定。同時期98名⼈道配慮で在留許可。留学⽣受け⼊れは2018年〜
2023年度までで、合計127名）。
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EU諸国への新規庇護申請数の推移
（2022年⽐20％プラスの2023年約104万⼈に続伸）

引⽤サイトは、末尾参照
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2022年、23年新規庇護申請者が多い国。23年は
⼀位独、⼆位スペイン、三位仏。独は中東出⾝者
が多い。また、スペインは、スペイン語圏出⾝者
が多い。

引⽤サイトは、末尾参照
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国別新規庇護申請登録数2023年

シリア⼈⼀位。本資料引⽤サイトは、末尾参照
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2022年、23年のEUへの出⾝国別新規庇護申請者数。
23年は、⼀位シリア、⼆位アフガニスタン、三位トル
コ。21年からタリバンが実権を握ったアフガニスタン
からの庇護申請者が3年連続で第⼆位であるが、シリ
ア⼈の庇護申請者は3年連続で第⼀位で、増加傾向に
ある。トルコからの申請者も増えており、トルコ南部
地震が影響している可能性あり
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トルコのシリア難⺠受⼊数（2024年3⽉7⽇更新分まで）

2024年3⽉7⽇更新分で、314万3635
2022年4⽉14⽇更新時点がピークで、
376万8716  

出所：UNHCR 但し
数字はトルコ政府
（末尾参照）2016年3⽉

EU・トルコ合意



まとめ
１．シリア⼈の欧州への流れは⽌まっていない。その理由は、2011年3⽉にアラブの春が波及し、
体制側と反体制派との激しい内戦が発⽣し、当初劣勢だったアサド政権側は、2013年からのイ
ランの⾰命防衛隊（IRGC）を後ろ盾とするヒズボラなどシーア派⺠兵組織の参戦、2015年9⽉
からのロシアの参戦で、戦況を打開し、2016年12⽉にはアレッポを奪還し、その後、2017年ま
でに反体制側をシリア北東部イドリブに封じ込めるに⾄った。しかし、油⽥地帯の多いシリア北
東部は、⽶軍を後ろ盾とするクルド⼈勢⼒が⽀配し、さらに、⼀時期領⼟の⼀部を占拠していた
ISISは、未だに散発的に活動を⾏っている。さらに、トルコ軍は、クルド⼈勢⼒排除の名⽬で
2016年8⽉にユーフラテス川⻄岸の都市ジャラブルスに、2018年1⽉にシリア北⻄部アフリン地
区に、2019年10⽉、ユーフラテス川東域の国境沿いの帯状地帯に越境進軍し、未だに、駐屯し
ている。
２．バッシャール・アサドは、2021年⼤統領選挙で勝利し、7年間の四期⽬に⼊ったが、領⼟の
⽀配は全体の6〜７割程度に留まり、欧⽶からは政権の正統性に疑問符がつきつけられ、経済制
裁を受けている。2023年5⽉には、2011年以来12年ぶりにアラブ連盟復帰を果たしたものの、
復興、再建の道筋は⾒えていない。こうした中、内戦ぼっ発後海外に逃れた若者や第⼆世代は、
祖国への希望を失い、海外とりわけ欧州で将来の展望を開きたいと願っている。2015年、2016
年当時の⽔準には達しないものの、最新のEUの統計をみても、シリア⼈の欧州流⼊と、庇護申
請は、勢いを増している。シリア本国が有望な⼈材の空⽩国家になりつつあることが認識される。
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